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事
実
の
概
要
】

　
一
　
最
初
に
、
本
件
に
関
連
す
る
破
産
管
財
人
の
任
命
制
度
を
確

認
し
て
お
く
。
破
産
法
（
ぎ
ω
○
）
五
六
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
破
産

管
財
人
に
は
、
そ
の
時
々
の
個
別
事
案
に
ふ
さ
わ
し
い
、
特
に
、
実

務
経
験
が
あ
り
、
債
権
者
と
債
務
者
か
ら
独
立
し
た
自
然
人
が
任
命

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
司
法
補
助
官
法
（
閑
℃
臣
○
）
一
八
条
一

項
一
号
は
、
破
産
手
続
の
開
始
手
続
を
行
う
権
限
を
、
開
始
の
申
立

て
と
破
産
管
財
人
の
人
員
に
つ
い
て
の
判
断
を
も
含
め
て
、
裁
判
官

に
留
保
し
て
い
る
。
破
産
法
六
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
破
産
裁
判
所
の

決
定
は
、
破
産
法
が
即
時
抗
告
を
予
定
し
て
い
る
場
合
に
の
み
、
法

的
手
段
の
対
象
と
な
る
。
し
か
し
、
破
産
管
財
人
の
任
命
に
関
し
て

は
、
即
時
抗
告
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
破
産
法
三
四
条

二
項
は
、
即
時
抗
告
の
可
能
性
を
破
産
手
続
の
開
始
に
対
し
て
だ
け
、

債
務
者
の
た
め
に
の
み
、
予
定
し
て
い
る
。

　
二
　
異
議
申
立
人
は
、
弁
護
士
で
あ
り
、
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
区
裁

判
所
に
よ
っ
て
多
数
の
破
産
手
続
に
お
い
て
破
産
管
財
人
に
任
命
さ

れ
て
き
た
。
区
裁
判
所
は
、
異
議
申
立
人
に
、
具
体
的
な
破
産
手
続

の
前
に
一
般
的
に
破
産
管
財
人
の
適
性
を
認
め
ら
れ
た
者
と
し
て
裁

判
所
の
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
を
、
通
知
し
て
い
た
。
区
裁
判

所
に
係
属
し
た
手
続
に
お
い
て
、
異
議
申
立
人
は
、
二
〇
〇
四
年
六

月
二
二
日
に
ま
ず
鑑
定
人
に
、
七
月
一
日
に
仮
の
破
産
管
財
人
に
任

命
さ
れ
た
。
異
議
申
立
人
に
よ
る
所
見
の
陳
述
に
従
っ
て
、
区
裁
判

所
は
、
八
月
四
日
の
決
定
に
よ
り
破
産
手
続
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、

異
議
申
立
人
で
は
な
く
、
以
前
、
彼
の
同
僚
で
あ
っ
た
別
の
弁
護
士

を
破
産
管
財
人
に
任
命
し
た
。
そ
の
後
、
異
議
申
立
人
は
、
区
裁
判

所
に
よ
っ
て
破
産
管
財
人
に
任
命
さ
れ
な
く
な
り
、
そ
れ
は
、
お
よ
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そ
一
〇
〇
の
手
続
に
わ
た
っ
て
続
い
た
。

　
三
　
異
議
申
立
人
は
、
代
わ
り
に
破
産
管
財
人
に
任
命
さ
れ
た
弁

護
士
を
司
法
行
政
行
為
の
取
消
手
続
（
裁
判
所
構
成
法
施
行
法
・

国
O
O
＜
〇
二
三
条
以
下
）
に
よ
っ
て
解
任
し
、
自
分
を
破
産
管
財
人

と
し
て
任
命
す
る
よ
う
ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
に
申
立
て
た
〔
1
申

立
て
①
〕
。
加
え
て
、
将
来
の
任
命
決
定
の
際
に
、
彼
を
特
別
に
破

産
管
財
人
と
し
て
任
命
し
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
破
産
裁
判
所
に
指

図
す
る
こ
と
を
提
議
し
た
〔
1
申
立
て
②
〕
。

　
上
級
地
裁
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
申
立
て
を
退
け
た

（
○
い
O
出
鋤
日
β
し
u
①
ω
9
ξ
ω
ω
＜
O
B
＝
●
一
〇
●
8
0
♪
N
宅
N
O
O
㎝
b
①
㊤
．
）
。

そ
の
申
立
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
裁
判
官
が
独
立
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
破

産
管
財
人
の
選
任
に
つ
い
て
の
決
定
を
、
そ
れ
ゆ
え
、
機
能
的
な
意

味
に
お
け
る
裁
判
行
為
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
決
定
は
、
司
法
行
政
行
為
を
対
象
と
す
る
裁
判
所
構
成
法
施
行

法
二
三
条
一
項
の
適
用
領
域
の
下
に
は
な
く
、
お
そ
ら
く
、
破
産
法

に
基
づ
い
た
手
続
の
中
で
、
破
産
法
三
四
条
二
項
、
六
条
一
項
に

従
っ
て
用
意
さ
れ
て
い
る
即
時
抗
告
に
基
づ
い
て
審
査
さ
れ
う
る
。

し
か
し
、
異
議
申
立
人
が
、
法
的
手
段
を
行
使
す
る
権
限
を
自
己
の

権
利
に
基
づ
い
て
与
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
こ
こ
で
は
未
決
定
の

ま
ま
で
あ
り
う
る
。

　
四
　
異
議
申
立
人
は
、
解
任
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
任
命
さ
れ
な

か
っ
た
破
産
管
財
人
の
た
め
に
取
消
可
能
性
が
用
意
さ
れ
て
お
ら
ず
、

司
法
審
査
可
能
な
任
命
手
続
を
区
裁
判
所
で
リ
ス
ト
に
載
せ
ら
れ
た

破
産
管
財
人
の
た
め
に
保
障
す
る
法
的
規
律
、
あ
る
い
は
任
命
の
拒

否
を
阻
止
す
る
法
的
規
律
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
点
で
、
ハ
ム
上
級

地
裁
の
決
定
、
お
よ
び
、
間
接
的
に
破
産
法
三
四
条
二
項
、
六
条
一

項
に
対
し
て
、
異
議
を
申
し
立
て
た
。
異
議
申
立
人
は
、
基
本
法

（
Ω
Ω
）
三
条
、
一
二
条
、
一
四
条
そ
し
て
、
一
九
条
四
項
の
違
反
を

主
張
し
た
。

【
判
旨
】
　
憲
法
異
議
に
は
理
由
が
な
い
。

一
　
基
本
法
一
九
条
四
項
の
保
護
範
囲

　
O
　
「
公
権
力
」

　
の
「
O
Ω
一
九
条
四
項
は
、
公
権
力
に
よ
り
自
己
の
権
利
を
侵
害

　
く
さ
れ
た
全
て
の
者
に
権
利
保
護
を
保
障
し
て
い
る
」
。
「
公
権
力
」
に

は
、
「
裁
判
所
が
裁
判
作
用
の
外
側
で
、
明
文
で
規
定
さ
れ
た
裁
判

官
の
留
保
に
基
づ
い
て
活
動
す
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
も
ま
た
組
み

入
れ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
確
か
に
、
完

全
な
裁
判
官
の
独
立
と
い
う
形
で
行
動
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
紛
争
裁
断
の
中
立
的
な
機
関
と
し
て
の
典
型
的
な
機
能
を
行
使
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
裁
判
所
は
、
仮
に
そ
の
判
断
が

…
機
能
的
に
は
執
行
権
の
行
使
で
あ
る
と
し
て
も
、
特
別
の
法
治
国
家
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の
保
障
の
た
め
に
行
政
権
に
は
任
せ
ら
れ
な
い
判
断
や
少
な
く
と
も

行
政
権
だ
け
に
は
任
せ
ら
れ
な
い
判
断
を
行
う
。
こ
の
よ
う
な
判
断

は
、
そ
れ
に
対
し
て
O
Ω
一
九
条
四
項
が
出
訴
の
途
を
開
か
な
い
裁

判
作
用
の
一
部
で
は
な
い
」
。

　
励
「
司
法
補
助
官
法
一
八
条
一
項
一
号
に
よ
っ
て
、
裁
判
官
に
留

　
く
保
さ
れ
て
い
る
破
産
管
財
人
の
任
命
は
、
…
…
裁
判
権
の
行
使
と
い

う
形
で
は
行
わ
れ
な
い
。
選
任
決
定
は
、
実
質
的
意
味
に
お
け
る
裁

判
に
は
属
さ
な
い
。
特
に
、
裁
判
の
伝
統
的
な
核
心
領
域
に
は
帰
属

さ
せ
ら
れ
な
い
。
機
能
的
な
理
解
に
お
い
て
も
、
破
産
管
財
人
の
選

任
は
裁
判
と
み
な
さ
れ
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
破
産
裁
判
官
は
、

こ
こ
で
は
法
的
紛
争
を
裁
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

破
産
管
財
人
の
選
任
の
際
に
、
裁
判
官
は
、
む
し
ろ
、
法
関
係
を
形

成
し
て
い
る
」
。

　
上
級
地
裁
は
、
開
始
決
定
は
「
破
産
管
財
人
の
氏
名
と
住
所
を
含

む
」
と
い
う
破
産
法
二
七
条
二
項
二
号
の
規
定
に
鑑
み
て
、
「
破
産

管
財
人
の
選
任
は
、
開
始
決
定
と
共
に
な
さ
れ
る
裁
判
官
に
よ
る
決

定
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
同
様
に
裁
判
作
用
で
あ
る
」
と
解
釈
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
は
従
え
な
い
。
「
上
級
地
裁
は
、
破
産
法
二
七
条

一
項
一
文
と
い
う
、
手
続
に
と
っ
て
決
定
的
な
規
定
を
顧
慮
し
て
い

な
い
。
こ
の
規
定
は
、
破
産
手
続
が
開
始
さ
れ
る
場
合
に
、
破
産
裁

判
所
が
破
産
管
財
人
を
任
命
す
る
と
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
破
産

裁
判
所
の
二
つ
の
決
定
を
分
離
す
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
開
始
決
定

と
任
命
決
定
と
の
間
の
関
係
は
、
破
産
手
続
を
開
始
す
る
と
い
う
決

定
が
な
け
れ
ば
、
破
産
管
財
人
を
任
命
す
る
必
要
も
根
拠
も
存
在
し

な
い
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
」
。

　
の
「
権
利
保
護
の
認
容
に
は
、
破
産
法
六
条
一
項
も
ま
た
対
立
し

　
く
な
い
。
…
…
通
常
法
の
規
定
と
し
て
、
六
条
一
項
は
、
出
訴
の
途
が

憲
法
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
は
で
き

な
い
」
。

　
口
　
「
自
己
の
権
利
」

　
　
ω
　
権
利
が
導
出
さ
れ
る
規
範

　
の
「
基
本
法
は
、
主
観
的
権
利
の
保
護
と
い
う
目
的
の
た
め
だ
け

　
く
に
、
そ
れ
ゆ
え
、
法
秩
序
が
個
人
の
利
益
の
た
め
に
保
障
し
た
法
的

地
位
の
侵
害
が
主
張
さ
れ
る
と
い
う
条
件
の
下
で
の
み
、
包
括
的
な

権
利
保
護
を
保
障
し
て
い
る
。
反
対
に
、
経
済
的
な
利
益
の
み
の
侵

害
も
、
単
な
る
反
射
的
効
果
を
有
す
る
法
規
の
侵
害
も
そ
の
条
件
を

み
た
さ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
法
規
に
お
い
て
、
個
人
は
も
っ

ぱ
ら
公
共
の
利
益
と
い
う
理
由
の
た
め
だ
け
に
反
射
的
に
便
宜
を
受

け
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
個
人
の
ど
の
権
利
が
主
張
さ

れ
う
る
か
は
、
1
基
本
権
や
そ
の
他
の
憲
法
上
の
権
利
は
別
と
し

て
一
、
通
常
法
の
規
定
に
従
っ
て
決
ま
る
。
立
法
者
は
、
ど
の
よ

139　（76－1・2－139）
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う
な
条
件
の
下
で
国
民
に
権
利
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
、

そ
し
て
、
そ
の
権
利
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
の
か

に
つ
い
て
決
定
す
る
」
。

　
　
　
b
そ
の
よ
う
な
通
常
法
と
し
て
、
破
産
管
財
人
の
任
命
に
つ
い
て

　
く
規
定
す
る
破
産
法
五
六
条
一
項
が
あ
る
。
「
こ
の
規
定
は
、
破
産
手

続
の
事
案
に
適
合
し
た
遂
行
と
、
債
権
者
お
よ
び
債
務
者
の
利
益
の

確
保
に
資
す
る
。
こ
れ
は
、
破
産
管
財
人
が
職
業
の
実
現
を
可
能
に

す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、

そ
れ
自
体
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
、
破
産
管
財
人
へ
の
任
命
に
関
し
て

主
観
的
権
利
を
作
り
出
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
規
定
に
沿
っ
て
、

専
門
裁
判
所
は
、
権
限
の
あ
る
裁
判
官
に
、
破
産
法
五
六
条
一
項
の

意
味
に
お
け
る
適
性
を
有
し
た
志
願
者
の
集
団
か
ら
の
破
産
管
財
人

の
任
命
の
際
に
、
広
い
選
任
の
裁
量
を
認
め
て
い
る
」
。

　
「
し
か
し
、
裁
判
官
の
選
任
決
定
は
、
基
本
権
へ
の
拘
束
の
下
に

あ
る
（
O
O
一
条
三
項
）
。
こ
こ
で
は
、
○
〇
三
条
一
項
の
一
般
的
な

平
等
原
則
が
決
め
手
と
な
る
。
…
…
選
任
決
定
の
際
に
は
、
適
性
を

有
し
た
志
願
者
の
三
条
一
項
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
利
益
も
ま
た
顧

慮
さ
れ
う
る
の
で
、
適
性
を
有
し
た
志
願
者
の
た
め
に
、
破
産
管
財

人
の
任
命
の
枠
内
で
、
義
務
に
か
な
っ
た
裁
量
の
行
使
を
求
め
る
請

求
権
が
存
在
す
る
」
。
「
全
て
の
志
願
者
は
、
破
産
法
五
六
条
一
項
に

お
い
て
前
提
条
件
と
さ
れ
て
い
る
適
性
に
対
応
し
て
許
可
さ
れ
う
る
、

公
平
な
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
こ
の
よ
う

に
、
「
主
観
的
権
利
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
権
利
の
た
め

に
権
利
保
護
が
保
障
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。

　
　
②
　
基
本
法
三
条
一
項
と
裁
判
官
の
裁
量

　
の
「
規
定
に
適
合
し
た
適
性
を
有
す
る
比
較
的
多
く
の
志
願
者
が

　
くい
る
の
で
、
破
産
管
財
人
の
選
任
の
際
、
裁
判
官
に
は
、
破
産
法
五

六
条
一
項
に
よ
り
裁
量
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
裁
量
は
、
債
権
者
と

債
務
者
の
様
々
な
利
益
の
適
切
な
考
慮
の
下
で
の
決
定
を
可
能
に
す

る
」
。
「
破
産
手
続
の
優
先
的
な
目
的
は
、
債
務
者
の
状
況
の
考
慮
の

下
で
の
、
可
能
な
限
り
の
債
権
者
の
要
求
の
充
足
で
あ
る
」
（
破
産

法
一
条
）
。
債
権
者
お
よ
び
債
務
者
の
利
益
は
、
Ω
〇
一
四
条
一
項

の
保
護
を
受
け
る
。

　
本
件
の
よ
う
な
多
極
的
紛
争
状
態
に
お
い
て
は
、
「
破
産
管
財
人

職
へ
の
機
会
の
均
等
な
接
近
を
求
め
る
志
願
者
の
利
益
の
み
が
視
野

に
お
さ
め
ら
れ
う
る
の
で
は
な
く
、
破
産
手
続
の
円
滑
で
迅
速
な
進

行
を
求
め
る
、
そ
れ
と
と
も
に
、
特
に
破
産
管
財
人
の
迅
速
な
任
命

を
求
め
る
債
権
者
と
債
務
者
の
利
益
も
ま
た
　
　
ま
ず
第
一
に

　
　
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。

　
「
旦
ハ
体
的
事
例
に
お
け
る
破
産
管
財
人
職
へ
の
任
命
を
求
め
る
全

て
の
志
願
者
の
平
等
取
扱
い
の
原
則
の
実
現
は
、
機
会
の
均
等
な
接
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近
の
保
護
に
ふ
さ
わ
し
い
手
続
形
成
を
要
求
す
る
。
…
…
こ
の
際
、

特
に
、
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
仮
選
任
手
続
に
重
要
な
意
義
が
与
え

ら
れ
る
」
。

　
　
　
b
以
上
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
破
産
法
五
六
条
一
項
に
よ
っ
て

　
く
規
範
的
に
開
か
れ
た
破
産
裁
判
官
の
判
断
余
地
に
は
、
欠
鉄
の
な
い

権
利
保
護
と
い
う
憲
法
上
の
要
請
も
ま
た
矛
盾
し
な
い
。
権
利
保
護

の
基
本
法
上
の
保
障
は
、
権
利
主
張
者
の
主
観
的
権
利
の
実
現
が
問

題
で
あ
る
限
り
で
、
実
効
的
な
裁
判
所
の
統
制
を
求
め
る
請
求
権
を

含
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
請
求
権
は
、
そ
の
決
定
が
審
査
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
機
関
へ
の
実
体
法
的
な
拘
束
を
こ
え
て
主
張
さ
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
保
護
さ
れ
る
法
的
地
位
は
、
司
法
行
為
請
求
権

と
同
様
、
O
O
一
九
条
四
項
か
ら
も
生
じ
ず
、
そ
の
都
度
そ
れ
ら
に

前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
所
の
統
制
は
、
実
体
法
が
憲
法
上
問
題

の
な
い
方
法
で
、
決
定
行
動
を
完
全
に
決
め
て
お
ら
ず
、
決
定
者
に

判
断
余
地
と
選
任
余
地
を
委
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
終
わ
る
」
。
「
こ
の

こ
と
は
、
破
産
管
財
人
の
選
任
に
つ
い
て
の
裁
判
所
に
よ
る
審
査
が
、

一
方
で
は
、
破
産
裁
判
官
が
裁
量
余
地
の
限
界
を
遵
守
し
て
い
る
か

ど
う
か
の
審
査
に
限
定
さ
れ
、
し
か
も
他
方
で
は
、
制
限
さ
れ
た
審

査
密
度
で
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
」
。

二
　
基
本
法
一
九
条
四
項
の
制
限
と
そ
の
正
当
化

　
「
個
別
の
事
例
に
お
い
て
、
基
本
権
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
衝
突

す
る
利
益
が
調
整
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
、
実
効
的
な
権
利
保
護

の
基
本
法
上
の
保
障
は
、
制
限
（
国
ぎ
ω
o
年
ぎ
吋
巨
σ
q
）
を
排
除
し
な

い
。
そ
の
際
に
は
、
…
…
規
定
の
効
果
に
関
し
て
、
比
例
原
則

（
O
歪
昌
α
ω
讐
N
α
Φ
向
く
段
げ
巴
け
巳
ω
ヨ
餌
2
α
q
閃
上
郡
）
も
ま
た
顧
慮
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
」
。

　
O
　
多
極
的
紛
争
状
態
に
お
け
る
利
益
の
調
整

　
破
産
管
財
人
職
の
志
願
者
の
目
標
は
、
「
不
当
に
選
任
さ
れ
た
競

争
者
の
代
わ
り
に
、
任
命
の
第
三
者
の
取
消
の
方
法
で
破
産
管
財
人

に
任
命
さ
れ
る
こ
と
、
も
し
く
は
、
…
…
仮
の
権
利
保
護
の
要
求
に

よ
っ
て
競
願
者
の
破
産
管
財
人
へ
の
任
命
を
阻
止
し
、
新
た
な
決
定

の
申
立
て
に
よ
っ
て
そ
の
職
務
へ
の
入
口
自
体
を
確
保
す
る
こ
と
」

に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
「
こ
れ
に
対
し
て
、
特
に
債
権
者
は
、
破
産

管
財
人
の
人
員
に
つ
い
て
の
裁
判
所
に
お
け
る
論
争
に
よ
っ
て
、
破

産
手
続
の
進
行
に
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
が
か
か
ら
ず
、
遅
延
、
紛
糾
が

な
い
ま
ま
で
あ
る
こ
と
に
関
心
を
有
し
て
い
る
」
。

　
「
志
願
者
に
よ
る
取
消
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
、
初
め
に
任

命
さ
れ
て
い
た
破
産
管
財
人
の
解
任
の
場
合
に
は
、
破
産
裁
判
官
の

後
任
の
新
た
な
選
任
決
定
や
そ
れ
に
引
き
続
く
新
た
な
取
消
の
可
能
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性
と
、
重
大
な
遅
延
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
」
。
ま
た
、
「
…
…
そ
の
よ

う
な
法
的
紛
争
が
係
属
し
て
い
る
こ
と
だ
け
で
も
、
関
係
す
る
破
産

手
続
に
と
っ
て
不
利
益
な
結
果
に
な
り
う
る
」
。

　
「
…
…
仮
の
権
利
保
護
が
保
障
さ
れ
る
場
合
に
も
、
深
刻
な
不
利

益
、
特
に
、
手
続
の
目
的
を
危
険
に
さ
ら
す
遅
延
に
至
る
」
。

　
口
　
比
例
性
に
基
づ
く
衡
量
審
査

　
比
例
性
を
顧
慮
す
る
衡
量
審
査
に
よ
れ
ば
、
「
志
願
者
の
、
裁
量

の
誤
り
の
な
い
決
定
を
求
め
る
請
求
権
を
貫
徹
す
る
た
め
の
可
能
な

限
り
実
効
的
な
権
利
保
護
を
求
め
る
利
益
は
、
特
に
、
債
権
者
の
、

破
産
手
続
の
円
滑
で
迅
速
な
進
行
を
求
め
る
利
益
と
対
置
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
方
法
で
、
実
践
的
整
合
性
（
喝
鑓
露
δ
o
げ
①
内
○
早

犀
。
『
住
①
自
）
の
確
立
の
原
則
に
適
合
し
た
解
決
策
が
見
出
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
」
。

　
こ
の
事
例
で
は
、
「
Ω
Ω
一
四
条
一
項
で
保
護
さ
れ
て
い
る
債
権

者
の
利
益
は
、
破
産
管
財
人
職
の
志
願
者
に
有
利
に
な
る
よ
う
な
権

利
保
護
が
、
第
三
者
の
取
消
の
可
能
性
の
排
除
の
下
で
、
ま
た
、
仮

の
権
利
保
護
の
排
除
の
下
で
、
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
顧

慮
さ
れ
う
る
」
。

　
「
も
っ
と
も
、
破
産
管
財
人
職
へ
の
志
願
者
の
権
利
保
護
の
さ
ら

な
る
制
限
を
、
債
権
者
と
債
務
者
の
反
対
利
益
が
正
当
化
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
破
産
手
続
の
迅
速
で
円
滑
な
進
行
は
、

任
命
さ
れ
な
か
っ
た
志
願
者
の
職
務
責
任
訴
訟
（
O
O
三
四
条
、
民

法
典
八
三
九
条
）
の
提
起
に
よ
っ
て
、
影
響
を
受
け
な
い
だ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
選
任
の
裁
量
の
誤
っ
た
行
使
に
よ
る
破
産
管
財
人

の
任
命
の
違
法
確
認
に
向
け
ら
れ
た
申
立
て
か
ら
も
、
手
続
の
進
行

の
妨
害
は
生
じ
え
な
い
」
。
た
だ
し
、
「
確
認
の
利
益
」
の
審
査
は
、

訴
え
の
適
法
性
の
前
提
条
件
と
し
て
専
門
裁
判
所
に
委
ね
ら
れ
た
ま

ま
で
あ
る
。

三
　
結
論

　
憲
法
異
議
は
不
成
功
で
あ
る
。

　
競
願
者
の
任
命
を
解
き
、
そ
の
地
位
に
異
議
申
立
人
を
破
産
管
財

人
と
し
て
任
命
す
る
と
い
う
申
立
て
丁
申
立
て
①
〕
の
方
法
は
、

衝
突
す
る
法
益
に
目
を
向
け
る
と
、
特
に
、
債
権
者
に
は
憲
法
を
介

し
て
要
求
で
き
な
い
。
ま
た
、
将
来
の
任
命
決
定
の
際
に
、
彼
を
特

別
に
破
産
管
財
人
と
し
て
任
命
し
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
破
産
裁
判

所
に
指
図
す
る
と
い
う
提
議
〔
1
申
立
て
②
〕
の
た
め
に
、
異
議
申

立
人
は
、
権
利
保
護
を
要
求
で
き
な
い
。
「
と
い
う
の
は
、
彼
が
、

そ
の
方
法
で
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
地
位
は
、
主
観
的
権
利
と
し
て
彼

に
付
与
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」
。
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【
評
釈
】

一
　
本
件
決
定
の
意
義

　
e
　
破
産
管
財
人
の
任
命
に
つ
い
て
の
実
務
的
意
義

　
破
産
管
財
人
の
任
命
決
定
に
関
し
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
部

会
に
よ
る
決
定
（
二
〇
〇
四
年
八
月
三
日
）
が
、
先
例
と
し
て
存
在

し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
仮
選
任
決
定
（
任
命
決
定
の
前
に
具
体
的

な
破
産
手
続
と
関
係
な
く
行
わ
れ
る
、
潜
在
的
な
破
産
管
財
人
の
集

団
を
選
ぶ
決
定
）
に
対
す
る
裁
判
所
に
よ
る
統
制
の
拒
絶
が
、
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
条
四
項
違
反
と
さ
れ
た
。
こ
の
部
会
決
定
の
後
、
憲
法
の
観
点

か
ら
も
、
仮
選
任
決
定
の
み
な
ら
ず
、
任
命
決
定
に
も
裁
判
所
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
統
制
を
及
ぼ
す
べ
き
と
す
る
主
張
が
な
さ
れ
、
期
待
が
高
ま
っ
て

い
た
中
で
く
だ
さ
れ
た
の
が
、
本
件
決
定
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、

弁
護
士
の
専
門
化
と
い
う
背
景
の
前
で
破
産
管
財
人
の
選
任
は
注
視

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
裁
判
に
よ
る
統
制
を
求
め
る
声
も
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

き
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
本
件
決
定
は
、
こ
れ
ま
で
判
断
の
示
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
任
命
決
定
の
裁
判
に
よ
る
統
制
に
つ
い
て
の
憲
法

上
の
基
準
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
、
実
務
へ
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
あ
る
。

口
　
基
本
法
一
九
条
四
項
の
解
釈
論
に
と
っ
て
の
意
義

本
件
決
定
は
、
Ω
〇
一
九
条
四
項
の
保
障
内
容
、
お
よ
び
そ
の
制

約
に
対
す
る
憲
法
適
合
性
を
問
う
際
の
判
断
枠
組
み
を
提
示
し
た
。

そ
こ
で
は
、
破
産
管
財
人
の
任
命
に
つ
い
て
の
裁
判
所
に
よ
る
権
利

保
護
の
保
障
と
い
う
具
体
的
な
場
面
に
即
し
て
、
一
九
条
四
項
の
保

障
の
射
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
九
条
四
項
違
反
を
問

う
際
の
判
断
の
流
れ
が
比
較
的
整
っ
た
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
憲
法
裁
に
お
け
る
出
訴
の
途
の
保
障
の
あ
り
様
を
検
証
す
る

素
材
と
し
て
適
当
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
件
決
定
の
意
義
は
、
次
の
三
点
に
ま
と
め
う
る
。
①
憲
法
裁
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
同
部
決
定
（
二
〇
〇
三
年
四
月
三
〇
日
）
以
来
、
作
り
出
さ
れ
た
、

裁
判
の
性
質
を
も
た
な
い
裁
判
所
に
よ
る
決
定
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
具
体
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
明
確
化
。
②
平
等
に
適
用
さ

れ
る
主
観
的
権
利
の
導
出
に
つ
い
て
の
重
要
な
叙
述
。
③
Ω
〇
一
九

条
四
項
に
従
っ
て
要
求
さ
れ
る
実
効
的
な
権
利
保
護
に
対
す
る
可
能

な
制
限
に
つ
い
て
の
重
要
な
言
明
。

　
本
稿
は
、
憲
法
裁
の
判
断
枠
組
み
に
沿
う
形
で
こ
れ
ら
の
各
論
点

を
辿
り
な
が
ら
、
基
本
権
と
し
て
の
出
訴
の
途
の
保
障
の
一
面
を
素

描
す
る
。

一一

@
「
出
訴
の
途
」
の
保
障

O
保
障
内
容

O
O
一
九
条
四
項
の
保
障
内
容
は
、
出
訴
の
途
の
保
障
で
あ
る
。
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一
九
条
四
項
は
、
「
積
極
的
地
位
の
基
本
権
」
と
い
う
性
質
を
有
し
、

「
給
付
権
（
じ
鉱
ω
ε
お
ω
お
6
茸
）
と
い
う
意
味
に
お
け
る
実
効
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

裁
判
所
に
よ
る
保
護
を
求
め
る
権
利
」
を
保
障
し
て
い
る
。

　
出
訴
の
途
の
保
障
の
第
一
の
特
徴
は
、
「
規
範
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
る
（
づ
O
目
b
ρ
ぴ
q
Φ
づ
『
似
ひ
q
け
）
保
護
範
囲
」
を
も
つ
基
本
権
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
保
障
は
、
「
内
容
形
成
（
〉
⊆
ω
ひ
q
Φ
ω
－

什
養
田
⊆
昌
o
q
）
の
必
要
な
『
法
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
保
障
』
で
あ
る
。

そ
の
旦
導
体
的
な
内
容
が
基
本
的
に
通
常
立
法
者
に
よ
る
内
容
形
成
を

必
要
と
す
る
所
有
権
と
同
様
に
（
O
Ω
一
四
条
一
項
二
文
）
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　

条
四
項
の
保
護
範
囲
も
ま
た
、
規
範
的
に
形
成
さ
れ
る
」
。

　
次
に
、
「
留
保
な
き
基
本
権
（
＜
o
吾
①
げ
9
三
〇
ω
Φ
ω
O
目
白
α
円
①
－

o
耳
）
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
第
二
の
特
徴
を
な
す
。
か
か
る
基

本
権
に
つ
い
て
、
判
例
・
通
説
は
、
「
衝
突
す
る
第
三
者
の
基
本
権
と

憲
法
的
地
位
を
備
え
た
他
の
法
的
価
値
が
あ
る
場
合
に
の
み
、
憲
法

の
統
一
性
と
そ
れ
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
全
体
的
な
価
値
秩
序
を
考

慮
し
な
が
ら
、
制
限
で
き
な
い
基
本
権
に
対
し
て
も
、
例
外
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

個
々
の
関
係
に
お
い
て
制
約
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、

憲
法
内
在
的
な
制
約
の
可
能
性
を
認
め
て
き
た
。
一
九
条
四
項
も
ま

た
、
「
留
保
な
く
定
式
化
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
制
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
国
ぎ
ω
o
プ
轟
艮
巨
σ
q
）
を
は
じ
め
か
ら
排
除
し
な
い
」
。

　
夢
判
断
枠
組
み

　
「
Ω
〇
一
九
条
四
項
の
制
限
」
と
い
う
捉
え
方
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
を
含
意
す
る
。

　
「
規
範
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
保
護
範
囲
」
を
有
す
る
基
本
権
の

場
合
、
保
護
範
囲
の
形
成
　
　
内
容
形
成
　
　
と
介
入
（
田
阜

σ
q
『
際
）
と
は
、
ほ
と
ん
ど
区
別
で
き
な
い
。
介
入
が
内
容
形
成
と

区
別
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
も
は
や
憲
法
上
正
当
化
さ
れ
え
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
侵
害
（
＜
巴
Φ
什
N
毒
o
Q
）
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
憲
法
裁
は
、
介

入
と
い
う
言
葉
を
避
け
て
い
る
。
し
か
し
、
正
当
化
の
余
地
な
き
介

入
に
至
ら
な
い
内
容
形
成
を
法
規
範
が
行
っ
て
い
る
場
合
に
も
、
単

に
、
「
違
憲
の
内
容
形
成
」
で
あ
る
か
ど
う
か
を
客
観
法
的
に
問
題

に
す
る
の
で
は
な
く
、
「
権
利
保
護
を
求
め
る
主
観
的
権
利
」
の
侵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

害
の
有
無
を
問
題
に
し
て
き
た
。

　
そ
の
主
観
的
権
利
は
、
国
家
の
作
為
を
求
め
る
給
付
権
で
あ
る
か

ら
、
不
作
為
を
求
め
る
防
御
権
と
は
異
な
っ
た
判
断
枠
組
み
が
用
い

ら
れ
て
も
良
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
憲

　
　
　
　
　
ね
　

法
裁
の
判
決
も
、
こ
の
点
で
は
そ
れ
に
従
う
学
説
も
、
一
様
に
基
本

権
と
法
律
の
関
係
の
も
っ
ぱ
ら
給
付
権
的
な
考
察
に
限
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
に
見
え
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
一
九
条
四
項
の
場
合
に
も
、

そ
れ
に
対
し
て
基
本
権
が
明
ら
か
に
防
御
権
的
な
保
護
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
、
権
利
保
護
の
『
制
限
（
u
d
Φ
ω
o
び
感
コ
閃
巨
α
身
Φ
昌
）
』
や
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お
　
　
け
　

『
妨
害
（
国
「
ω
9
≦
臼
量
o
Q
①
p
）
』
か
ら
出
発
し
て
い
る
」
。
そ
れ
に
違

わ
ず
、
本
件
決
定
で
も
、
憲
法
裁
は
、
一
九
条
四
項
の
保
護
範
囲
を

検
討
し
た
上
で
、
制
限
と
そ
の
正
当
化
を
論
じ
る
と
い
う
防
御
権
さ

な
が
ら
の
論
証
図
式
に
従
っ
て
判
断
し
た
（
【
判
旨
】
二
）
。

　
そ
れ
で
は
、
各
局
面
に
つ
い
て
憲
法
裁
は
ど
の
よ
う
な
判
断
を
く

だ
し
た
の
か
、
以
下
、
詳
述
す
る
。

三
　
保
護
範
囲

　
O
O
一
九
条
四
項
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
た
め
に
は
、
「
公
権

力
」
に
よ
り
「
自
己
の
権
利
」
が
侵
害
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
O
　
「
公
権
力
」

　
　
ω
　
「
公
権
力
」
の
限
定
的
理
解

　
O
O
一
九
条
四
項
の
意
味
に
お
け
る
「
公
権
力
」
に
つ
い
て
の
重

要
な
先
例
が
、
裁
判
官
の
法
的
審
問
請
求
権
（
Ω
Ω
一
〇
三
条
一

項
）
違
反
に
際
し
て
の
権
利
保
護
保
障
が
問
題
と
な
っ
た
前
記
の
合

同
部
決
定
で
あ
る
。
憲
法
裁
は
、
従
来
の
解
釈
を
放
棄
し
て
、
か
か

る
権
利
保
護
保
障
を
憲
法
上
の
要
請
と
認
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
一
九
条
四
項
で
は
な
く
、
法
治
国
家
原
理
に

基
づ
く
不
文
の
「
司
法
行
為
請
求
権
（
甘
ω
口
N
ひ
q
Φ
≦
餌
ξ
§
o
q
ω
鋤
口
ω
－

O
歪
。
げ
）
」
を
用
い
、
「
公
権
力
」
の
限
定
的
理
解
に
固
執
し
た
。
す

な
わ
ち
、
「
公
権
力
」
は
、
執
行
権
（
〈
○
一
一
虹
Φ
プ
Φ
＆
Φ
O
①
≦
p
。
一
け
）
の

　
　
　
　
め
　

み
を
指
す
。
た
だ
し
、
「
裁
判
官
の
留
保
」
（
例
え
ば
、
O
O
＝
二
条

二
項
－
四
項
、
一
〇
四
条
二
項
一
号
）
に
基
づ
い
て
活
動
す
る
場
合

に
は
、
「
裁
判
所
は
、
確
か
に
完
全
な
裁
判
官
の
独
立
と
い
う
形
で

行
動
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
中
立
的
な
紛
争
裁
断
…
機
関
と
し

て
の
典
型
的
な
機
能
を
行
使
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
」
、
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

判
所
も
ま
た
、
「
公
権
力
」
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
る
。
こ
の
判
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
本
件
決
定
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
は
、
【
判
旨
】
一
e
a
に
明
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

か
で
あ
る
。

　
　
②
　
本
件
事
案
へ
の
当
て
は
め

　
本
件
決
定
は
、
司
法
補
助
官
法
一
八
条
一
項
一
号
に
よ
っ
て
裁
判

官
に
留
保
さ
れ
て
い
る
破
産
管
財
人
の
任
命
決
定
を
一
九
条
四
項
の

意
味
に
お
け
る
「
公
権
力
」
の
行
使
と
認
め
た
。
破
産
裁
判
官
は
法

的
紛
争
を
裁
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
た
め
、
選
任
決
定
は
実
質
的

な
意
味
に
お
け
る
裁
判
、
特
に
、
裁
判
の
伝
統
的
な
核
心
領
域
に
帰

属
す
る
も
の
で
も
、
機
能
的
な
意
味
に
お
け
る
裁
判
で
も
な
い
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
（
1
7
）

う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
（
【
判
旨
】
一
e
b
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
こ
の
判
断
は
、
出
訴
の
途
を
認
め
ず
、
憲
法
異
議
の
対
象
と
さ
れ

た
上
級
地
裁
の
判
断
を
是
正
す
る
も
の
と
し
て
概
ね
好
意
的
に
受
け
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止
め
ら
れ
て
い
る
が
、
複
雑
な
利
益
状
況
に
直
面
し
て
、
開
始
決
定

と
結
び
つ
い
て
行
わ
れ
る
、
破
産
管
財
人
の
任
命
を
「
紛
争
」
裁
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

（．、

ﾖ
茸
Φ
律
、
、
－
国
暮
ω
o
げ
①
置
巨
σ
q
）
と
み
る
見
解
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、

後
者
の
立
場
で
も
、
破
産
管
財
人
へ
の
志
願
者
の
権
利
保
護
は
司
法

行
為
請
求
権
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
結
論
に
は
影
響
し

な
い
。

　
⇔
　
「
自
己
の
権
利
」

　
　
ω
保
護
規
範
説

　
Ω
Ω
一
九
条
四
項
は
、
「
自
己
の
権
利
」
の
侵
害
を
要
求
す
る
。

こ
の
「
権
利
」
が
存
在
す
る
か
否
か
は
、
一
九
条
四
項
自
身
に
よ
っ

て
定
ま
る
の
で
は
な
く
他
の
法
規
範
の
解
釈
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
。

そ
の
際
、
権
利
が
導
出
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
が
当
該
法
規
範
か
ら
直

ち
に
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
、
保
護
規
範
説
が
用
い
ら
れ
る
。
ド
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ツ
で
支
配
的
地
位
を
確
立
し
て
い
る
保
護
規
範
説
と
は
、
「
そ
れ
に

従
っ
て
法
規
の
主
観
法
的
内
容
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
方
法

　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

と
規
則
の
範
型
の
総
称
」
を
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
件
決
定
は
、
【
判
旨
】
一
口
ω
a
で
、
従
来
通
り
保
護
規
範
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

に
立
つ
こ
と
を
一
般
論
と
し
て
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
公
権
力
を
相

手
取
っ
た
訴
訟
の
提
起
が
許
さ
れ
る
の
は
、
個
人
の
主
観
的
権
利
の

保
護
を
通
常
法
が
目
的
と
し
て
い
る
場
合
の
み
で
あ
る
こ
と
を
明
確

に
述
べ
て
い
る
。
そ
の
の
ち
、
通
常
法
か
ら
の

可
否
が
具
体
的
に
検
証
さ
れ
た
。

「
権
利
」
の
導
出
の

　
　
②
　
「
権
利
」
の
法
的
基
礎

　
で
は
、
本
件
決
定
に
お
い
て
、
Ω
〇
一
九
条
四
項
の
要
求
す
る

「
権
利
」
は
、
い
か
な
る
規
範
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
導
出
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
の
か
（
【
判
旨
】
一
口
①
b
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
ま
ず
は
、
破
産
管
財
人
の
任
命
に
つ
い
て
規
定
す
る
破
産
法
五
六

条
一
項
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
憲
法
裁
は
、
こ
の
規
定
を

限
定
的
に
解
釈
し
た
。
曰
く
、
同
条
は
「
破
産
手
続
の
事
案
に
適
合

し
た
遂
行
と
、
債
権
者
及
び
、
債
務
者
の
利
益
の
確
保
に
資
す
る
」

も
の
で
あ
り
、
「
破
産
管
財
人
が
職
業
の
実
現
を
可
能
に
す
る
と
い

う
目
的
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
《
そ
れ
自

体
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
》
、
破
産
管
財
人
へ
の
任
命
に
関
し
て
、
権

利
を
作
り
出
す
も
の
で
は
な
い
」
。
次
に
、
同
条
に
従
っ
て
任
命
を

行
う
際
の
広
い
選
任
裁
量
を
指
摘
し
た
上
で
、
し
か
し
な
お
、
基
本

権
へ
拘
束
さ
れ
る
こ
と
（
O
Ω
一
条
三
項
）
を
説
き
、
○
〇
三
条
一

項
の
一
般
的
な
平
等
原
則
を
持
ち
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
適
性
を

有
し
た
志
願
者
の
た
め
に
、
破
産
管
財
人
の
任
命
の
枠
内
で
、
義
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
V

に
か
な
っ
た
裁
量
の
行
使
を
求
め
る
請
求
権
」
の
存
在
を
肯
定
し
た
。

　
こ
の
部
分
の
判
示
は
明
快
で
な
い
が
、
破
産
法
五
六
条
一
項
と
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O
O
三
条
一
項
と
の
関
係
は
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
よ
う
。
右
の
説

示
を
言
葉
通
り
受
け
止
め
れ
ば
、
憲
法
裁
は
、
Ω
Ω
三
条
一
項
か
ら

導
出
さ
れ
る
権
利
に
、
「
破
産
法
五
六
条
一
項
に
従
っ
た
、
裁
量
の

誤
り
の
な
い
判
断
を
求
め
る
権
利
を
も
含
め
て
い
る
」
こ
と
が
伺
え

る
が
、
「
異
議
申
立
人
の
権
利
の
決
定
的
な
法
的
基
礎
は
、
Ω
〇
三

条
一
項
の
み
」
で
あ
り
、
「
少
な
く
と
も
、
法
律
上
の
裁
量
規
範
と
、

そ
の
適
用
の
た
め
に
援
用
さ
れ
た
O
O
三
条
一
項
の
協
働
に
お
い
て
、

異
議
申
立
人
の
権
利
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

だ
け
は
明
ら
か
で
あ
る
」
。

　
で
は
、
な
ぜ
破
産
法
五
六
条
一
項
か
ら
の
権
利
の
導
出
は
否
定
さ

れ
た
の
か
。
ひ
と
つ
の
説
明
と
し
て
、
こ
の
限
定
的
解
釈
の
裏
に
は
、

「
基
本
権
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
利
益
が
、
よ
り
弱
い
反
対
利
益
の
主

観
化
、
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
推
論
さ
れ
る
訴
訟
の
起
こ
さ
れ
や
す
さ

に
よ
っ
て
、
後
々
ま
で
実
現
さ
れ
な
く
な
る
な
ら
ば
、
基
本
権
の
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慮
は
、
客
観
的
法
規
の
主
観
的
権
利
へ
の
引
き
上
げ
を
禁
止
す
る
」

と
い
う
思
慮
、
す
な
わ
ち
、
「
破
産
法
五
六
条
一
項
に
従
っ
た
任
命

決
定
は
、
互
い
に
衝
突
す
る
基
本
権
上
保
護
さ
れ
た
利
益
〔
破
産
手

続
の
円
滑
で
迅
速
な
進
行
に
向
け
ら
れ
た
債
権
者
と
債
務
者
の
利
益

（
Ω
〇
一
四
条
一
項
）
と
破
産
管
財
人
職
へ
の
任
命
の
要
求
者
の
権

利
（
Ω
〇
一
二
条
一
項
）
1
筆
者
注
〕
に
関
わ
り
を
有
す
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
∀

個
々
の
利
益
の
重
要
さ
が
気
に
か
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

思
慮
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
憲
法
裁
は
、
本
件
決
定
に

お
い
て
、
志
願
者
の
職
業
の
自
由
（
一
二
条
一
項
）
に
は
言
及
す
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

し
て
い
な
い
。
こ
こ
は
批
判
が
強
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
債
権
者
や

債
務
者
と
の
関
係
で
、
志
願
者
の
法
的
地
位
を
よ
り
強
化
す
る
こ
と

に
な
る
職
業
の
自
由
は
、
比
較
衡
量
の
天
秤
に
は
載
せ
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　
　
③
　
「
出
訴
の
途
」
の
保
障
の
射
程

　
「
出
訴
の
途
の
保
障
は
、
憲
法
適
合
的
に
保
障
さ
れ
た
個
人
の
権

利
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、
い
つ
、
あ
る
人
に
権
利
が
与

え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
O
O
一
九
条
四
項
か

ら
は
答
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
出
訴
の
途
の
保
障
の
射
程
は
、

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

他
の
方
法
で
の
規
範
的
な
権
利
の
確
定
に
依
存
し
て
い
る
」
。
つ
ま

り
、
本
件
決
定
で
は
、
出
訴
の
途
の
保
障
の
射
程
は
、
O
Ω
三
条
一

項
か
ら
導
か
れ
る
権
利
に
か
か
っ
て
い
る
。

　
Ω
Ω
三
条
一
項
の
保
障
す
る
権
利
が
ど
こ
ま
で
及
ぶ
か
は
、
破
産

裁
判
官
の
有
す
る
裁
量
と
の
関
係
に
お
い
て
定
ま
る
。
裁
量
の
枠
内

で
あ
る
限
り
平
等
原
則
の
侵
害
は
な
い
。
裁
量
行
使
の
際
に
は
、

様
々
な
利
益
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
多
極
的
紛
争
状
態
）
。

【
判
旨
】
■
口
②
で
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
本
件
決
定

で
は
、
各
利
益
が
綿
密
に
検
討
さ
れ
た
。
特
に
、
破
産
手
続
の
円
滑
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で
迅
速
な
進
行
と
、
破
産
管
財
人
の
迅
速
な
任
命
を
求
め
る
債
権
者

と
債
務
者
の
利
益
が
強
調
さ
れ
た
。
志
願
者
の
利
益
は
、
裁
判
官
へ

の
信
頼
に
基
づ
い
て
裁
判
官
の
広
い
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
（
司
法
補

助
官
法
一
八
条
一
項
一
号
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
O
O
一
九
条
四
項
の
保

障
範
囲
は
、
そ
の
広
い
裁
量
余
地
の
限
界
を
遵
守
し
て
い
る
か
を
審

査
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
る
。

　
そ
の
代
わ
り
に
、
憲
法
裁
は
、
機
会
の
均
等
な
接
近
の
保
護
に
ふ

さ
わ
し
い
手
続
形
成
を
要
求
し
た
。
こ
の
判
断
は
、
か
か
る
手
続
と

し
て
の
仮
選
任
決
定
に
対
す
る
裁
判
所
に
よ
る
統
制
の
拒
絶
を
Ω
〇

一
九
条
四
項
違
反
と
し
た
、
先
の
U
d
＜
①
ほ
O
囚
蔭
博
一
と
も
整
合
す

る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
「
志
願
者
に
、
彼
を
候
補
者
リ
ス
ト
に

掲
載
し
た
こ
と
を
通
知
し
て
、
そ
の
後
で
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
」

と
い
う
「
う
わ
べ
だ
け
の
掲
載
（
Q
つ
O
げ
Φ
一
昌
蝉
自
h
口
曽
プ
日
①
）
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

実
務
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
批
判
が
提
起
さ
れ
る
。

四
　
制
限
お
よ
び
正
当
化

　
e
　
均
衡
の
と
れ
た
権
利
保
護

　
本
件
決
定
が
、
実
効
的
な
権
利
保
護
の
基
本
法
上
の
保
障
は
制
限

を
排
除
し
な
い
と
し
た
根
底
に
は
、
Ω
Ω
一
九
条
四
項
は
、
「
均
衡

の
と
れ
た
権
利
保
護
（
磐
ω
α
q
Φ
≦
o
ひ
q
Φ
コ
興
菊
Φ
o
ぼ
ω
ω
o
ゴ
旨
N
）
」
を
保

障
し
て
い
る
と
い
う
理
解
が
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
例
え
ば
次
の

言
明
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
以
前
か
ら
憲
法
裁
の
採
用
す
る
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
憲
法
は
ひ
と
つ
の
意
味
構
造
で
あ
る
。

そ
の
意
味
構
造
に
お
い
て
、
全
て
の
個
別
の
保
障
は
、
し
た
が
っ
て

一
九
条
四
項
一
文
も
、
憲
法
の
他
の
規
範
や
原
則
が
損
な
わ
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　

よ
う
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
つ
ま
り
、
「
権
利
保
護
を

追
求
す
る
利
益
は
、
典
型
的
に
は
、
他
の
憲
法
上
の
保
護
利
益
と
の

緊
張
関
係
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
同
様
に
基
本
権
的
に
解
を
求
め
ら

れ
る
他
の
訴
訟
関
係
者
の
権
利
保
護
の
期
待
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
、

憲
法
上
正
当
化
さ
れ
た
、
法
的
安
定
性
、
法
的
平
穏
、
行
政
の
行
為

能
力
な
ど
の
保
障
の
利
益
と
と
も
に
、
実
体
的
な
正
義
に
、
す
な
わ

ち
、
そ
の
利
益
の
不
可
侵
性
に
あ
る
の
で
、
対
立
す
る
憲
法
利
益
の

間
の
、
均
衡
の
と
れ
た
（
＜
①
｝
玉
什
三
ω
ヨ
餌
ゆ
お
）
調
整
が
必
要
で
あ

　
　
　

る
」
。
　
こ
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
コ
九
条
四
項
の
保
護
範
囲
の
内
側
で

の
様
々
な
実
効
性
の
観
点
の
内
在
的
な
調
整
」
と
「
他
の
法
治
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
保
障
と
の
外
在
的
な
調
整
」
と
の
二
つ
が
、
一
応
区
別
さ
れ
る
。

こ
こ
に
、
防
御
権
さ
な
が
ら
の
判
断
枠
組
み
を
用
い
る
判
例
を
理
解

す
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
が
見
出
さ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、

外
在
的
調
整
が
行
わ
れ
る
事
案
で
は
、
「
権
利
保
護
の
『
制
限
』
に

つ
い
て
、
権
利
保
護
に
内
在
す
る
正
当
化
根
拠
が
問
題
な
の
で
は
な

く
、
一
九
条
四
項
の
外
側
に
あ
る
制
限
根
拠
が
問
題
で
あ
る
。
…
…
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外
側
に
あ
る
根
拠
は
、
憲
法
審
査
に
お
い
て
、
権
利
保
護
の
規
範
目

的
に
対
す
る
対
立
根
拠
（
O
Φ
ひ
q
Φ
昌
ひ
q
上
職
α
Φ
）
と
し
て
置
か
れ
、
一

貫
し
て
、
制
限
の
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク
に
よ
っ
て
（
ω
o
げ
鑓
募
①
巳
。
ひ
q
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

日
暮
δ
9
）
判
断
さ
れ
る
」
。

　
他
の
憲
法
上
の
保
護
利
益
と
の
緊
張
関
係
は
、
と
り
わ
け
、
「
多

極
的
紛
争
状
態
」
（
多
極
的
法
関
係
）
に
お
い
て
現
れ
る
　
　
こ
こ

で
は
外
在
的
調
整
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
「
『
多
極
的

な
行
政
法
関
係
』
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、
公
法
上
の
第
三
者
の
保
護

と
隣
人
の
保
護
の
場
合
に
は
、
結
局
、
第
三
者
の
（
基
本
）
法
的
地

位
の
み
な
ら
ず
、
許
可
を
受
け
る
者
の
法
的
地
位
ま
で
も
侵
害
さ
れ

う
る
と
い
う
こ
と
が
考
慮
に
い
れ
ら
れ
る
。
…
…
手
続
法
は
、
む
し

ろ
、
多
極
的
な
法
関
係
に
影
響
を
与
え
る
『
逆
方
向
の
』
利
益
、
す

な
わ
ち
、
そ
の
時
々
に
実
体
的
な
基
本
権
的
地
位
に
立
ち
戻
さ
れ
る

べ
き
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
互
い
に
均
衡
の
と
れ
た
関
係
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

た
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。

　
口
　
本
件
決
定
に
お
け
る
判
断

　
本
件
事
案
に
お
け
る
多
極
的
紛
争
状
態
は
、
円
滑
で
実
効
的
な
破

産
手
続
に
関
心
を
抱
く
国
家
・
債
権
者
お
よ
び
債
務
者
（
債
権
者
が

特
に
重
視
さ
れ
た
。
）
と
、
事
案
に
適
合
し
た
裁
量
決
定
を
求
め
る

請
求
権
の
広
範
囲
に
及
ぶ
制
限
さ
れ
な
い
権
利
保
護
に
関
・
1
0
を
抱
く

志
願
者
か
ら
成
る
。
で
は
、
そ
の
多
極
的
紛
争
状
態
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
制
限
が
、
ど
の
よ
う
に
正
当
化
さ
れ
た
の
か
（
【
判
旨
】

二
⇔
）
。

　
ま
ず
、
許
容
し
う
る
制
限
と
さ
れ
た
の
は
、
上
級
地
裁
の
決
定
お

よ
び
破
産
法
三
四
条
二
項
・
六
条
一
項
に
よ
る
取
消
訴
訟
と
仮
の
権

利
保
護
の
排
除
で
あ
る
。
し
か
し
、
職
務
責
任
訴
訟
と
違
法
確
認
訴

訟
ま
で
排
除
す
る
こ
と
は
、
正
当
化
さ
れ
え
な
い
。

　
次
に
、
取
消
訴
訟
と
仮
の
権
利
保
護
の
排
除
の
正
当
化
に
つ
い
て

み
て
い
く
。
憲
法
裁
は
、
「
比
例
原
則
」
に
よ
る
審
査
を
行
う
と
述

べ
、
「
O
Ω
一
四
条
一
項
で
保
護
さ
れ
て
い
る
債
権
者
の
利
益
は
、

第
三
者
の
取
消
訴
訟
の
可
能
性
の
排
除
の
下
で
、
そ
し
て
ま
た
、
仮

の
権
利
保
護
の
排
除
の
下
で
、
志
願
者
の
権
利
保
護
が
保
障
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
の
み
顧
慮
さ
れ
う
る
」
と
の
結
論
に
至
っ
た
が
、
そ

う
判
断
す
る
過
程
の
詳
し
い
説
明
は
な
い
。

　
憲
法
裁
は
、
O
O
一
九
条
四
項
に
対
す
る
「
制
限
」
の
正
当
化
審

査
の
論
証
構
造
を
こ
れ
ま
で
統
一
的
に
示
し
て
お
ら
ず
、
一
定
の
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

断
枠
組
み
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
本
件
決
定
で
は
、
比
例
原
則
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

考
慮
要
素
の
充
足
可
能
性
を
個
々
に
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
法
益
衡

量
に
よ
る
実
践
的
整
合
性
の
確
立
を
目
指
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

例
原
則
に
基
づ
く
保
護
法
益
の
憲
法
的
最
適
化
を
衡
量
の
基
準
」
と

し
て
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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た
だ
し
、
実
践
的
整
合
性
の
確
立
に
実
際
に
成
功
し
た
と
言
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

の
か
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
疑
念
が
あ
る
。

　
本
件
決
定
で
、
判
断
の
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、
取
消
訴
訟
お
よ

び
仮
の
権
利
保
護
を
求
め
る
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
、
「
破
産

管
財
人
の
人
員
に
つ
い
て
の
裁
判
所
に
お
け
る
論
争
に
よ
っ
て
破
産

手
続
の
進
行
に
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
が
か
か
ら
ず
、
遅
延
、
紛
糾
の
な

い
ま
ま
で
あ
る
こ
と
に
関
心
を
も
つ
」
債
権
者
の
利
益
の
重
要
さ
で

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
憲
法
裁
は
各
訴
訟
の
場
合
に
債
権
者
に

及
ぶ
不
利
益
を
詳
細
に
検
討
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
批

判
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
実
際
に
は
、
破
産
手
続
は
、

事
実
状
況
や
管
財
人
に
よ
る
不
熱
心
な
処
理
の
せ
い
で
何
年
に
も
わ

た
り
長
引
く
。
少
な
く
と
も
、
も
は
や
管
財
人
の
交
代
に
よ
っ
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

み
債
権
者
の
特
別
な
損
害
が
差
し
迫
る
わ
け
で
は
な
い
」
。
さ
ら
に
、

職
務
責
任
訴
訟
と
違
法
確
認
訴
訟
の
提
起
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
、

ど
の
よ
う
な
場
合
に
実
際
に
提
起
が
許
さ
れ
る
の
か
は
明
ら
か
で
な

い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
訴
訟
提
起
の
認
容
に
よ
っ
て
、
本
当
に
一
九

条
四
項
に
見
合
う
出
訴
の
途
が
保
障
さ
れ
る
の
か
疑
問
が
呈
さ
れ
て

　
（
3
9
）

い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
件
決
定
で
は
、
何
の
躊
躇
も
な
く
防
御
権
さ

な
が
ら
の
論
証
図
式
に
則
っ
て
判
断
が
示
さ
れ
て
き
た
。
各
判
断
に

際
し
て
、
本
件
の
事
案
に
鑑
み
て
生
ず
る
疑
問
が
い
く
つ
か
残
る
こ

と
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
り
で
あ
り
、
正
当
に
検
証
さ
れ
て
然
る

べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
よ
り
大
き
な
視
点
か
ら
、
給
付
権

と
し
て
の
性
格
と
直
ち
に
は
結
び
つ
か
な
い
、
防
御
権
さ
な
が
ら
の

枠
組
み
を
用
い
る
こ
と
自
体
の
意
味
、
お
よ
び
そ
の
是
非
も
ま
た
問

わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
、
基
本
権
と
し
て
の
一
九
条
四
項
の

保
障
の
内
実
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
本
格
的
な
検

討
は
他
日
を
期
し
た
い
。
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．
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法
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護
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イ
ツ
憲
法
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例
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究
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憲
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〇
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憲
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①
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／
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・
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原
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）
『
現
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、
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〇
〇
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四
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（
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ば
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え
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①
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①
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ご
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参
照
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田
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「
庇
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関
係
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行
政
訴
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に
お
い
て
訴
訟
代
理
人
の
責
任
を
本
人
に

　
帰
属
さ
せ
る
規
定
の
合
憲
性
ー
ト
ル
コ
人
事
件
一
」
ド
イ
ツ
憲
法
判

例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
（
第
二
版
）
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信
山
社
、
二
〇

　
〇
三
年
）
三
五
二
頁
以
下
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旧
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⑦
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畦
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］
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6
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⇔
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ρ
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昌
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．
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じ
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ω
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念
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（
1
4
）
　
し
か
し
な
が
ら
、
給
付
権
的
な
考
察
に
限
ら
れ
て
い
な
い
と
し

　
て
も
、
い
か
な
る
場
合
に
、
い
か
な
る
理
由
で
防
御
権
さ
な
が
ら
の

判
断
枠
組
み
が
用
い
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、
給
付
権
と
い
う
性
格
と

　
の
関
係
を
ど
う
捉
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
正
面
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ

　
と
が
あ
ま
り
な
く
議
論
は
深
め
ら
れ
て
い
な
い
。
詳
細
は
、
別
稿
で

論
ず
る
予
定
で
あ
る
が
、
概
略
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
一
方
で
は
、
「
防
御
権
的
に
定
式
化
す
る
と
、
一
九
条
四
項
は
、

個
人
に
、
不
当
な
要
求
と
し
て
客
観
的
に
正
当
化
す
る
こ
と
の
で
き

　
な
い
方
法
で
裁
判
に
よ
る
保
護
を
困
難
に
し
、
あ
る
い
は
縮
減
す
る

　
こ
と
の
不
作
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求
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請
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付
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為

　
請
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権
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措
定
す
る
見
解
が
あ
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。

　
　
他
方
で
、
防
御
権
さ
な
が
ら
の
論
証
図
式
は
不
作
為
請
求
権
と
い

　
う
実
質
を
伴
わ
な
い
技
術
的
な
も
の
と
す
る
見
解
（
＜
α
q
ド
　
竃
・
O
o
雫

コ
一
す
鎚
ρ
（
諺
5
目
．
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ω
．
蔭
Φ
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も
あ
る
。
さ
ら
に
、
か
か
る
判
断

枠
組
み
を
判
例
が
用
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
（
四
e
）
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】
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ほ
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（
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実
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的
意
味
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お
け
る
裁
判
と
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「
す
で
に
憲
法
の
他
の
規

　
定
に
よ
っ
て
裁
判
官
に
配
属
さ
れ
て
い
る
高
道
的
権
限
や
、
実
質
的

内
容
か
ら
見
て
裁
判
の
伝
統
的
な
核
心
領
域
と
考
え
ら
れ
る
も
の
」

　
を
指
し
、
機
能
的
意
味
に
お
け
る
裁
判
と
は
、
「
立
法
者
が
紛
争
の
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高
権
的
解
決
の
た
め
に
裁
判
形
式
の
手
続
を
定
め
、
そ
こ
で
く
だ
さ

れ
る
決
定
に
対
し
て
独
立
の
裁
判
所
の
み
が
発
生
さ
せ
う
る
法
律
的

効
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れ
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憲
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い
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の
関
心
事
か
ら
逸
れ
る
た
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な
い
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も
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と
も
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裁
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げ
た
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で
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産
管
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年
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決
定
的
に

　
生
活
の
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の
形
成
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保
持
に
関
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て
役
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つ
独
立
し
た
職
業
と
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て
き
た
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こ
と
を
認
め
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そ
し
て
、
任
命
決
定
の
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に
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職
業
行
使
の
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由
に
関
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す
る
の
か
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そ
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職
業
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由
に
関
係
す
る
の
か
は
未
決
定
の
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な
く
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由
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二
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を
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し
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え
に
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で
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九
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の
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前
提
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二
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に
侵
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れ
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こ
と
ま
で
は
要
求
さ
れ
な
い
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を
問
う
こ
と
に
障
害
は
な

（76－1・2－152）　152



判例研究

　
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
｝
〇
四
〇
ぼ
8
ミ
邑
p
⇒
9
U
冨

　
切
Φ
ω
8
＝
¢
昌
ひ
q
留
ω
ぎ
ω
o
ぞ
①
旨
く
臼
≦
巴
什
Φ
β
N
弓
8
0
コ
ψ
軽
①
卜
。
退
2

　
で
は
、
黙
示
の
判
例
変
更
を
指
摘
し
、
批
判
的
な
評
価
を
く
だ
し
て

　
い
る
。

（
2
7
）
　
冨
皆
冨
色
ω
8
冨
」
歪
］
≦
o
げ
鋤
巴
ω
四
9
ω
（
出
誘
σ
q
．
）
℃
O
謹
づ
勉
－

　
α
q
Φ
ω
①
言
内
。
ヨ
ヨ
Φ
コ
冨
お
心
．
〉
⊆
自
b
O
O
刈
”
ω
・
謡
9
幻
P
嵩
Q
◎
●
（
傍
点
は

原
文
太
字
）

（
2
8
）
　
＜
ぴ
q
H
＜
・
カ
α
目
巽
ヨ
①
昌
P
⇔
⇔
O
・
（
》
昌
目
h
O
。
）
”
ω
●
同
ω
G
。
G
。
●

（
2
9
）
　
じ
U
＜
Φ
ほ
Ω
国
①
ρ
b
。
㎝
ω
（
卜
。
①
『
）
．
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
裁

判
所
に
よ
る
権
利
保
護
と
、
適
当
な
期
間
内
の
法
的
安
定
性
の
確
保

　
と
の
緊
張
関
係
の
調
整
で
あ
る
。

（
3
0
）
　
即
寓
．
ロ
ロ
ぴ
①
お
9
鋤
ρ
（
〉
口
日
●
刈
）
”
ω
』
◎
。
旨
℃
幻
P
ω
刈
メ
（
傍
点
は
原

文
太
字
）

（
3
1
）
　
〈
α
Q
ド
　
国
σ
Φ
｝
p
D
a
　
ω
昌
ヨ
冠
サ
〉
ゆ
日
9
。
巨
鴇
ゴ
　
男
ユ
巴
ユ
9

　
ω
o
ゴ
0
9
＼
国
び
Φ
昏
鋤
a
　
ω
9
B
一
匹
学
〉
ゆ
3
四
づ
⇒
＼
幻
巴
コ
興
　
雷
Φ
9
昌
曾

　
（
＝
判
ω
α
q
，
）
鴇
＜
Φ
『
≦
巴
ε
昌
σ
q
ω
ひ
q
σ
ユ
。
葺
ω
○
『
臨
空
ロ
ロ
ぴ
q
国
。
ヨ
ヨ
g
＄
お
じ
d
臼

　
ど
田
十
二
ε
づ
ぴ
q
し
Φ
㊤
メ
ω
．
り
ρ
幻
づ
μ
器
●

（
3
2
）
　
ζ
b
O
白
房
℃
鎚
O
・
（
〉
コ
日
．
一
一
）
”
ω
．
麟
㊤
角
く
ひ
q
い
碧
9
ω
■
無
㊤
塗

　
も
っ
と
も
、
例
外
も
あ
る
上
、
O
o
『
巳
尻
自
身
の
見
解
は
、
外
在
的

　
／
内
在
的
調
整
と
い
う
区
別
に
基
づ
い
た
議
論
に
批
判
的
で
あ
る
。

　
さ
ら
な
る
細
や
か
な
検
討
を
要
す
る
が
、
こ
の
あ
た
り
の
未
整
理
が
、

　
後
述
す
る
よ
う
な
正
当
化
審
査
の
統
一
的
な
論
証
構
造
の
不
在
に
も

　
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
3
3
）
　
＝
き
ω
」
費
ひ
q
9
℃
姦
凶
①
お
幻
Φ
6
琴
ω
ω
9
暮
N
伽
q
胃
彗
江
。
α
q
①
σ
q
①
コ

島
①
α
訣
魯
島
。
箒
○
Φ
≦
巴
什
℃
胃
冒
ω
既
H
ω
2
ω
Φ
Φ
＼
勺
①
巳
困
ヰ
。
喜
o
h

　
（
出
笏
o
q
・
）
矯
＝
α
し
d
o
D
け
戸
b
d
島
・
≦
”
一
㊤
G
。
P
ω
」
器
刈
団
‘
菊
p
。
。
．

（
3
4
）
　
＜
α
q
ピ
］
≦
b
o
『
巳
寅
9
9
ρ
（
》
口
日
●
目
）
”
G
o
」
①
O
，
例
え
ば
、

bご

ｭ
①
諏
O
国
①
ρ
b
。
器
（
b
。
O
㊤
）
で
は
、
「
出
訴
の
途
の
内
容
形
成
」
は
、

　
一
九
条
四
項
の
保
護
「
目
的
に
即
し
、
適
切
で
か
つ
適
正
で
、
権
利

　
主
張
者
に
と
っ
て
要
求
可
能
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

　
う
基
準
で
審
査
し
た
が
、
そ
れ
以
降
、
こ
の
定
式
が
そ
の
ま
ま
用
い

　
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
b
U
＜
①
瓜
O
同
H
O
飼
　
H
8

　
（
昌
。
。
）
で
は
、
制
約
規
定
は
「
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
適

　
切
で
あ
る
が
、
目
的
達
成
に
つ
い
て
の
必
要
性
が
欠
け
て
い
る
」
と

　
し
て
、
制
約
目
的
に
対
す
る
手
段
の
適
切
性
・
必
要
性
審
査
が
行
わ

　
れ
た
。

（
3
5
）
　
こ
の
よ
う
に
、
「
包
括
的
に
こ
の
原
則
そ
れ
自
体
ま
た
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　

　
原
則
に
従
っ
た
『
衡
量
』
が
指
示
さ
れ
」
る
こ
と
は
、
一
般
に
し
ば

　
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
（
参
照
、
ク
ラ
ウ
ス
・
シ
ュ
テ
ル
ン

　
（
小
山
剛
訳
）
「
過
度
の
侵
害
禁
止
（
比
例
原
則
）
と
衡
量
命
令

　
（
一
）
」
名
城
法
学
四
四
巻
二
号
（
一
九
九
四
年
）
一
九
五
頁
。
（
傍

　
点
は
原
文
太
字
）
）

（
3
6
）
　
K
・
シ
ュ
テ
ル
ン
（
小
山
下
訳
）
「
過
度
の
侵
害
禁
止
（
比
例
原

　
則
）
と
衡
量
命
令
（
二
・
完
）
」
名
城
法
学
四
四
巻
三
号
（
一
九
九
五

　
年
）
一
四
五
頁
。

（
3
7
）
　
さ
ら
に
、
実
体
的
基
本
権
と
手
続
的
基
本
権
と
は
比
較
不
能
で

　
あ
る
た
め
、
実
践
的
整
合
性
の
方
法
で
調
整
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な

　
い
。
ゆ
え
に
、
基
本
権
上
の
紛
争
状
態
は
、
訴
訟
上
の
レ
ベ
ル
で
は

153　（76－1・2－153）



判例研究

な
く
、
実
体
法
上
の
レ
ベ
ル
で
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

根
底
か
ら
の
批
判
も
あ
り
う
る
（
＜
o
Q
ド
＝
鋤
昌
ヨ
暮
竃
9
舞
Φ
が
菊
①
－

o
鐸
ω
富
四
島
9
Φ
ω
雷
O
N
Φ
ω
ω
お
島
計
ぎ
勺
Φ
け
興
b
d
巴
霞
Φ
＼
国
。
困
ω
け

U
お
δ
『
（
口
屋
ぴ
q
シ
国
①
ω
房
。
訂
一
沖
α
O
冒
年
Φ
ゆ
。
ロ
餌
Φ
ω
＜
①
珠
四
ω
ω
環
う
α
q
ω
・

ひq

潤
w
8
9
U
d
9
戸
8
0
斜
ω
」
㊤
O
●
）
。
本
件
に
当
て
は
め
る
と
、
O
O

　
一
九
条
四
項
と
O
O
一
四
条
一
項
と
の
調
整
を
問
題
に
す
る
の
で
は

な
く
、
訴
訟
提
起
の
可
能
性
は
広
く
認
め
た
上
で
、
「
O
O
三
条
一
項

　
や
Ω
〇
一
二
条
一
項
と
い
っ
た
実
体
的
基
本
権
」
対
「
O
O
一
四
条

　
一
項
」
の
調
整
を
問
う
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
3
8
）
　
＜
．
幻
α
§
の
§
餌
昌
P
曽
鋤
O
●
（
｝
5
ヨ
・
同
◎
。
）
”
ω
μ
ω
ω
α
．

（
3
9
）
　
＜
旭
’
＜
●
閑
α
日
興
ヨ
四
口
P
鎚
O
・
（
》
口
8
．
H
Q
。
）
燭
ω
．
H
ω
ω
3
》
●
霜
。
犀
”

鎚
O
’
（
＞
5
日
・
一
。
。
）
”
ω
’
嵩
ざ
h
　
も
っ
と
も
、
任
命
決
定
と
異
な
り
、

破
産
管
財
人
の
適
性
が
、
具
体
的
な
破
産
手
続
の
「
時
間
的
圧
迫
か

　
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
審
査
さ
れ
、
決
定
さ
れ
う
る
」

　
（
b
σ
＜
①
ほ
O
閑
企
一
（
一
〇
）
）
仮
選
任
決
定
の
場
合
で
す
ら
、
債
権
者
の

利
益
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
、
競
願
者
排
除
訴
訟
の
認
容
を
行
き
過

ぎ
と
し
、
職
務
責
任
訴
訟
・
違
法
確
認
訴
訟
に
好
意
的
な
見
解
も
あ

　
る
（
〈
σ
q
ピ
芝
●
＝
α
臣
昌
σ
q
博
p
。
餌
○
・
（
〉
コ
日
・
ω
）
一
ω
。
卜
。
ω
最
h
．
）
が
、
少
数
説

　
に
と
ど
ま
る
。

（76－1・2－154）　154


	p137
	p138
	p139
	p140
	p141
	p142
	p143
	p144
	p145
	p146
	p147
	p148
	p149
	p150
	p151
	p152
	p153
	p154

